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人権身の上相談
勤め先、そのほかで、人権を侵

害されたとか、身の上のことでお
困りのとき、どうぞご利用くださ
い。東京法務局職員・足立区人権
擁護委員が相談に応じます。相談
の秘密は堅く守ります。相談日は
毎月第3 金曜、午後1 時~4 時
区役所( 1 階) 区民相談室。

環境整備の基本・下水道
工事が進んでいます

都
市
の
近
代
化
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
下
水
弓

と
こ
ろ

が
、
足
立
区
の
下
水
道
普
及
率
は
わ
ず
か
一
三
%

。
中
心
区
の
ほ

と
ん
ど
が
九
〇
%

を
こ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
い
か
に

遅
れ
て
い
ろ
か
が
わ
か
り
ま
す
。
下
水
道
の
充
実
は
、
環
境
整
備

の
最
も
基
本
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
区
と
都
で
は
、
普
及

率
T
U
O
%

を
め
ぎ
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道と

は

下
水
道
は
、
都
市
づ
く
り
の
バ
弓

I
タ
ー
と
も
い
わ
れ
、
世
界
の
各
都
心

の
普
及
率
を
み
て
も
、
パ
リ
ー
○
○
`

・
ロ
ン
ド
ン

ー
○
○
%
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
七
(
%
で
、
東
京
は
六
〇
%
と
遅
れ

を
と
っ
て
い
ま
す
。

水
質
汚
染
の
公
害
や
浸
水
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
一
日
も
早
く
下
水
道
を

完
備
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
区
と

都
で
は

。
そ
の
た
め
に
着
々
と
工
事
を

准
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
と
い
う
胄
葉
は
、
と
き
に
は

大
へ
ん
広
い
意
味
に
使
わ
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
U
字
濔
・
か
ん
が
い
用
水
に
フ

タ
か
け
し
た
も
の
・
家
庭
の
排
水
設
備

な
ど
す
べ
て
下
水
道
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、一
般
的
に
は
F
水
道
と
は

、

公
共
下
水
道
の
こ
と
を
い
い
ま
す
、
公

共
下

水

道
は
大
き
く
わ
け
て

、
下

水

管
・
ポ
ン
プ
所
・
処
理
場
の
三
つ
か
ら

成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら処

理
場
へ

各
家
庭
や
工
場
な
と
か
ら
の
排
水
は

下
水
管
に
流
れ
込
み
ま
す
。

下
水
管
は
、
直
径
二
五
黯
か
ら
順
次

大
き
く
な
り
、
幹
線
に
接
続
さ
れ
ま
す
。

幹
線
は
大
き
い
も
の
で
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
九
M

に
も
お
よ
ぴ
、電
車
が
通
れ
る
程
で
す
。

幹
線
は
都
で
、枝
線
は
区
で
工
事
`

行
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
水
は
途
中
で
ポ
ン
プ
所
か
ら
川
に

放
流
さ
れ
ま
す
が
、
汚
水
は
ポ
ン
プ
所

で
中
継
ぎ
さ
れ
な
が
ら
。
処
理
場
へ
送

り
込
ま
れ
ま
す

。

処
理
場
へ
送
ら
れ
た
汚
水
は
、
沈
澱

池
や
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
分
解
す
る

ば
っ
気
槽
な
ど
を
通
り
、
浄
化
さ
れ
川

に
放
流
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
ま
っ
黒
に
濁
り

悪
臭
が
た
ち
こ
め
て
い
た
水
も
す
っ
か

り
き
れ
い
に
な
り
、
す
き
と
お
っ
て
魚

が
十
分
住
め
る
程
に
な
り
ま
す
。

足
立
区
の

下
水
道

足
立
区
の
下
水
道
計
画
は

、
昭
和
三

十
九
年
二
月
に
全
域
都
市
計
画
決
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

。
人
口
増
加

や
水
使
用
量
の
増
加
に
対
処

す
る
た

め
、
四
十
九
年
十
二
月
に
大
幅
な
計
画

変
更
か
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
か
菅
処
理
区
と
中
川

処
理
区
の
二
つ
の
流
域
系
統
に
分
割
さ

れ
、
小
菅
処
理
区
は
合
流
式
で

、
中
川

処
理
区
は
環
状
七
号
線
以

南
の
}
懿

(
梅
田
ポ
ン
プ
所
流
域
)
は
合
流
式
、

他
の
大
部
分
は
分
流
式
で
排
除
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
菅
処
理
場
は
昭
和
四
十

】年
度
か

ら
用
地
買
収
に
着
手
し

。
建
設
工
事
は

四
十
二
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
五
抃
一
年

度
中
に
は
一
部
稼

励
一
。尚

る
見
込
で

す
。な

お
こ
の
処
理

場
の
雨

水
ポ
ン
プ

は
、
昭
和
四
大
(
年
六
月
に
二
台
が
運

転
を
開
始
し
、
現
在
四
台
設
置
さ
れ
て

雨
水
と
雑
排
水
和
排
水
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
と
並
行
し
て
梅
田
ポ
ン
プ

所
の
建
設
が
急
が
れ
、
五
十
一
年
度
中

に
は
一
部
運
転
を
開
始
す
る
運
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

中
川
処
理
場
は
日
立
製
作
所
亀
有
工

場
跡
地
に
新
設
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
準

I
a

一
“

備
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
加
平
ポ
ン
プ
所
に
つ
い
て
も
先

股
第
一
期
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
熊

ノ
木
ポ
ン
プ
所
に
つ
い
て
は
早
期
着
丁一

が
望
ま
れ
ま
す
が
、
用
地
取
得
に
つ
い

て
現
在
折
衝
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
に
下
水
道
幹
線
で
す
が
。こ
れ

は
処
理
場
。ポ
ン
プ
所
の
建
設
と
合
わ

せ
て
、普
賢
寺
・
足
立
・
青
井
・
保
木

閧
・
西
新
井
・
高
野
・
舎
人
雨
水
・
花

畑
雨
水
・
保
木
閧
雨
水
・
熊
ノ
木
雨
水

・
小
菅
の
各
幹
線
工
事
が
一
斉
に
進
め

ら
れ
、五
十
年
三
月
末
現
在
、約
十
一

・
三
♂
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、引
き
続
き
工
事

を
進
め
て
い
ま
す

。

下
水
道
枝
嵋
は
皆
さ
ん
の
家
庭
と
幹

繚
を
結
ぷ
下
水
管
で
す
が
、
こ
の
工
事

は
都
と
区
で
施
工
し
て
い
ま
す

。

下
水
道
枝
線
は

区
で
工
事

下
水
道
の
早
期
笞
及
を
促
進
す
る
た

め
足
立
区
で
は
、四
十
(
年
度
か
ら
都

の
委
託
を
受
け
て
枝
線
の
一
部
を
施
行

し
て
い
ま
す
。五
十
年
三
月
末
現
在
で

約
三
十
五
・
二
冫
メ
ー
ト
ル
ふ
敷
設
し
ま
し

た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
は
い
ま
の

と
こ
ろ
綾
瀬
地
区
(

箝
賢
寺
幹

線
系

統
)
以
外
は
下
水
辺
と
し
て
使
え
ま
せ

ん
。
こ
の
意
味
か
ら
も
梅
田
ポ
ン
プ
所

の
早
期
稼
動
と
か
管
幹
線
等
関
連
幹
線

の
早
期
完
成
が
強
く
期
待
さ
れ
ま
す

。

枝
線
工
事
の
施
行
に
あ
た
っ
て
は

、

ま
す
浸
水
被
害
か
所
の
解
消
を
第
一
と

し
、
次
に
比
較
的
早
く
下
水
道
効
果
の

あ
が
る
地
域
を
重
点
に
施
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す

下
水
道
は
水
道
の
よ
う
に
ポ
ン
プ
フ

圧
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
道
暗

の
下
に
勾
配
を
つ
け
て
管
を
敷
設
し
、

自
然
流
下
さ
せ
る
の
で
す
。

従
っ
て
当
区
の
よ
う
な
平
担
地
で
け

ど
う
し
て
も
管
の
敷
設
位
置
が
深
く
な

り
ま
す

。

下
水
管
か
。敷
設
す
る
に
は
道
路
下
に

縦
横
に
交
錯
し
て
い
る
埋
段
物
(
水
攅

。ガ
ス
・
電
気
・
電
話
)
を
、
支
障
心

な
い
よ
う
切
回
し
た
り
秣
設
を
し
な
卜

れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
同
じ
I

所
を
何
回
も
掘
り
返
し
た
り

。
場
合
に

よ
っ
て
は
上
空
の
架
線
夲
張
り
替
え
た

り
す
る
た
め
、
皆
様
に
大
変
ご
迷
感
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。

ま
气

道
路
を
深
く
掘
削
す
る
と
き

に
土
留
用
の
鉄
板
等
を
打
込
む
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で

、
震
動
や
騒
音
が
発
生

し
ま
す
。
工
事
は
長
期
間
に
な
り
ま
す

の
で
そ
の
闃
道
路
の
損
傷
や
、
ほ
こ
り

っ
ぽ
く
な
っ
た
り
交
通
の
じ
や
ま
に
な

る
と
か
。
そ
の
‘ほ
か
い
ろ
い
ろ
と
皆
様

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

区
で
は
こ
う
し
た
ご
迷
惑
昂・最
少
限

度
に
く
い
止
め
る
た
め
極
力
努
力
し
て

い
ま
す
の
で
工
事
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
事
に
関
ず
る
連
絡
先

区
役
所
土
木

部
施
設
課
下
水
道
係
(
第
二
庁
舎
内
)

地下 鉄で はありません( 青井 幹線工 事)

助 成 金 制 度

下
水
道
が
で
き
る
と

こ
ん
な
利
点
が
あ
り
ま
す

と
こ
ろ
で
、下
水
道
が
完
備
す
る

と
、
ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

▼
ま
す
、
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に

な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
汚
水
は
直
接
川
に
流

さ
れ
、水
質
汚
染
の
も
と
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ド
水
道
が
で
き
る
と

処
理
場
で
き
れ
い
に
さ
れ
て
か
ら
放

流
さ
れ
る
た
め
、川
で
泳
い
だ
り
。

魚
を
と
っ
た
り
す
る
の
も
夢
で
な
く

な
る
わ
け
で
す
。

▼
二
つ
め
は
、ト
イ
レ
が
水
洗
式
に

で
き
る
こ
と
で
す
、

】下
水
が
な
く
て
も
ヽ
水
洗
式
に
は

で
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
大
き

々
浄
化
槽
を
埋
め
、し
か
も
、定
期
的

に
扣
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
が
で
き
る
と
。
そ
ん
な
大
け

さ
な
も
の
は

、
一
切
い
ら
な
く
な
り

ま
す
。

▼
一
二
つ
め
は
、
雨
に
よ
る
浸
水
の
被

害
が
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
区
内
に
あ
る
水
路
の
ほ
と

ん
ど
は
。
農
業
用
の
も
の
が
そ
の
ま

ま
誹
水
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
排
水
用
で
な
い
た
め
、
一
時

に
大
雨
が
降
る
と
。
せ
ま
い
水
路
で

は
さ
ぱ
き
き
れ
す
、
道
路
や
床
下
へ

あ
ふ
れ
る
結
果
に
な
り
ま
す
。
下
水

道
は
、
排
水
機
能
を
十
分
考
え
て
作

ら
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
心
配

は
な
く
な
る
わ
け
で
す
。

▼
四
つ
め
に
、
水
賣
源
の
確
保
と
地

盤
沈
下
の
防
止
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
足
立
区
に
作
ら
れ
つ
つ
あ

る
処
理
場
で
は
。
二
次
処
理
ま
で
行

な
わ
れ
ま
す
。
二
次
処
理
を
終
わ
っ

た
水
は
、
澄
ん
で
い
て
、
魚
が
十
分

住
め
ま
す
が
、三
代
処
理
を
す
る
と
、

飲
ん
で
も
さ
し
つ
か
え
な
い
く
ら
い

き
れ
い
に
な
り
。
工
業
用
水
と
し
て

も
便
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
工
業

川
水
が
い
き
わ
た
る
と

、
工
場
の
地

下
水
く
み
上
げ
が
な
く
な
り
地
盤
沈

下
が
防
げ
ま
す
。ま
た
。そ
れ
ま
で
工

業
用
に
使
わ
れ
て
い
た
上
水
道
が
節

約
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
、

下
水
の
排
除
方
式

下
水
の
排
除
方
式
に
は
、
皀
流
式

と
分
流
式
が
あ
り
ま
す
。

合
流
式
は
、同
一
の
下
水
管
で
雨

水
と
汚
水
を
収
容
し
、雨
が
降
っ
た

と
き
、
一
定
水
位
以
上
に
な
る
と
、

雨
で
薄
め
ら
れ
た
下
水
が
、
川
や
海

に
放
流
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

分
流
式
は
、雨
水
と
汚
水
そ
完
令

に
分
離
し
た
、別
々
の
下
水
道
管
で

排
除
し
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
巾
川
処
理
場
系
統

の
大
部
分
が
分
流
式
で
、そ
の
ほ
か

は
合
流
式
で
す

捨てる神あれば……

不用品も
ひっぱりだこ

去
る
十
月
二
十
九
日
、
産
業
振
興

館
で
「
環
境
づ
く
り
区
民

大
会
」が
開
か
れ
ま
し
た

。

こ
の
大
会
は
「
住
み
よ
い

環
境
を
作
ろ
う
」
と
新
生

活
運
動
・
町
の
美
化
・
交

通
安
全
・
愛
の
献
血
を
四

本
の
柱
に
、(
年
前
か
ら

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
「
ゴ
ミ
の
中
か

ら
こ
ん
な
も
の
展
丁
こ
銘

う
っ
て

、
膺
掃
局
か
ら
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
・
ク
ン
ス
・

冷
蔵
庫
な
ど
七
十
二
点
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
不
用
品
再
利
用
コ

-
ナ
ー
で
は
、
家
庭
で
眠

っ
て
い
る
衣
類
や
贈
答
品

な
ど
一
八
〇
点
も
陳
列
さ

れ

、合
わ
せ
て
二
五
〇
点
。

ほ
し
い
人
に
抽
選
で
さ
し

あ
げ
ま
す
、と
聞
い
て
「
ま

だ
使
え
る
物
ば
か
り

。
も

っ
た
い
な
い
わ
一
と
申
込

殺
愬

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
五

十
(
倍

、
置
時
計
四
十
六

倍

、
そ
の
ほ
か
の
も
の
に

も
た
く
さ
ん
い
希
望
者
が

あ
り
、当
-
1
選
考
は
屬
ん
で
持
ち
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
。

ゴ
ミ
公
害
な
ど
と
言
わ
れ
る
昨
今

ポ
イ
と
捨
て
る
前
に
、
有
効
な
使
い

み
ち
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

11月のセンター・児童館・老人館だよ り

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
六
〇
五
1
七
一
〇
一

■
文
学
教
室
-
十
一
月
二
十
一
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

■
ち

ぴ
っ
こ
の
ど
自
慢
大
会一
十
一
月
三
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

■
茶
遭
教
室
受
鵬
者
募
巣
I
定
員
二
十
名
、
申
込
み
は
十
一
月
二
十

日
(
木
)
か
ら

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
(
(九
1
四
六
六
一

■
児
童
映
画
会
―
十
一
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日
(
土
)
午
後
一
時

三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
(
九
七一
五
〇
一
六

■
児
童
映
画
会一
十
一
月
二
十
二
日
。二
十
九
日
(
土
)
午
後
三
時

三
十
分

■
老
人
民
脯
教
室
-
十
一
月
二
十
五
臼
(
火
)
午
後
二
時

回
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
二
月
三
日
(
水
)
午
後
二
時

圃
老
人
将

棋
大
会一
十
二
旦
(
日
(
土
)
午
前
十
時
三
十
分
…
定
貝
五
十
名
、

申
込
み
は
十
二
月
四
日
(
木
)
ま
で

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
(
(一
丁
二
七
六
五

■
老
人
民
謡
教
室
-
十
一
月
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
■
老
人
演

芸
大
会
-
十
一
月
二
十
六
日
(
水
)
午
前
十
時
・・・
定
員
六
十
名

■

子
ど
も
映
画
会
丿
十
一
月
三
十
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館

　
(九
七
上
(
九
四
(

■
ネ
オ
ク
レ
エ
作
-
十
一
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時
一
卓
球

教
室
―
十
一
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館

　
九
二
T
三
四
三

■
盆
栽
ク
ラ
ブ
ー
十
一
月
二
十
五
日
(
火
)
午
前
十
時

□
本
木
東
児
童
館

　
八
四
九
-
三
〇
〇
五

一
楽
し
く
お
ど
ろ
う
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
一
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
三
時
四
十
分

■
紙
ね
ん
ど
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
タ

ン
ド
ー
十
一
月
二
十
九
日
(
土
)
・
三
十
日
(
日
)
午
後
二
時

■

う
仁
ゲ
ー
ム
ー
毎
週
木
曜
日
午
後
三
時
三
十
分

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
(

五
〇
-
二
六
一
七

■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
ー
十
一
月
二
十
七
日
(
木
)
午
後
二
時
三

十
分

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
十
一
月
二
十
九
日
(
土
)
午
後
二
時

■
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
I

十
二
月
二
日
(
火
)
午
後
二
時

■

み
ん
な
で
う
た
い
ま
し
ょ
う
!
十
二
月
四
日
(
木
)
午
後
二
時
三
十
分

□
中
央
図
書
館

　
(四
〇一
四
六
四
六

■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
ー
十
一
月
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時

回
日
本
の
塔
写
真
展
-
上

月
二
十
七
日
(
木
了
十
二
月
七
日
(日
)

午
前
九
時

※
な
お
、
休
館
日
は
十
一
月
二
十
三
日
(
日
)
・
二

卜
四
日
(
月
)
、
十
二
月
一
日
(
月
)
で
す
。

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
>

■
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、区
の
後
援
に
よ
り
「足
立
区
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
る
募
金
は
、

生
活
保
護
世
帯
や
入
院
思
者
、
老
人
ホ
ー
ム
福
祉
施
股
等
の
め
ぐ
ま

れ
な
い
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
期
M
-

十
一
月
二
十
日
(
木
T

十
二
月
十
日
(
水
)

お
受
け
ず
る
場
所
1
足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
(
足
立
福
祉
事
務

所
内

　
(
(
(
-

一
五
五
〇
)
間
い
合
わ
せ
先
-
区
役
所
厚
生
係

■ 区役所(教育委員会を含む)　882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
よ
う

カ
ゼ
の
流
行
す
る
時
期
で
す
。
う
が

い
の
励
行
や
、
不
摂
生
を
さ
け
る
な
ど

し
て
健
康
に
十
分
気
を
く
ば
り
た
い
も

の
で
す
。
保
健
所
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
に
通
っ
て

い
な
い
子
ど
も
を
中
心
に
、
予
防
接
種

を
行
な
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
近

く
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
、
小

学
生
、
中
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

一
で
無
料
で
行
な
い
ま
す

。

■
区
内
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
方

対
象
者
-
膺
三
歳
か
ら
膺
五
歳
ま
で
(

幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
を
除
く
)

の
一
般
幼
児

接
種
月
日
!
第
一
回
・
・
・
十
一
月
二
十
五

日
(
火
)
　

第
二
回
…
十
二
月
九
日
(

火
)
　
　

『
。

も
れ
た
方
は
十
二
月
十
九
日
(
金
)

受
付
時
間
¶
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

会
場
-
区
内
の
医
療
機
関
で
『
本
院
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
実
施
医

療
機
関
で
す
」と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー

の
は
っ
て
あ
る
と
こ
ろ

接
種
料
金
―
無
料

■
保
健
所
、
保
健
相
談
所
で
受
け
ら
れ

る
方

対
象
者
-
大
人
と
医
療
機
関
お
よ
ぴ
施

設
実
施
で
も
れ
た
方

接
穂
会
場
お
よ
び
時
期

足
立
保
健
所
…
十
二
月
二
十
三
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
三
時
ま
で

千
住
保
健
所
・
:
昭
和
五
十
一
年
二
月

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
前
九
時
か

ら
十
時
三
十
分
ま
で

竹
の
塚
保
健
相
談
所
・・・
十
二
月
二
十

四
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
前
九

時
か
ら
十
時
ま
で

東
和
保
健
相
設
所
=
・
昭
和
五
十
一
年

一
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

江
北
保
健
相
談
所
…
昭
和
五
十
一
年

一
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
午
前
九

時
か
ら
十
時
三
十
分
ま
で

(
た
だ
し

、
十
二
月
二
十
九
日
か

ら
一
月
五
日
の
閧
は
除
く
)

接
種
料
金
―
大
人
は
一
人
一
回
百
三
十

円
　
中
学
生
以
下
は
無
料

■
接
種
の
方
法

一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔
を
徊
い

て
二
回
皮
下
に
接
種
す
る

-
　
-
-
　
　
-

■
接
種
を
受
け
て
は
い
け
な
い
方

・
熟
の
あ
る
方
、
最
近
ま
た
は
今
病
気

に
か
か
っ
て
い
る
方
(
心
臓
病
、
じ

ん
臓
病
、
肝
臓
病

、
糖
尿
病

、
か
っ

け
)

・
今
ま
で
に
、
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
方

・
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方
(
卵
を
食

べ
て
発
熟
、
発
疹
、
下
痢
、
お
う
吐

な
ど
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
方

・
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障

害
者

■
お
持
ち
に
な
る
も
の

印
か
ん
と
接
種
者
が
幼
児
の
'と
き
は

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
所
・
保
健
相

談
所
へ
ど
う
ぞ
。

足
立
保
健
所
　
中
央
本
町
一
丁
目
五
1

三
　
　
(
四
〇
-
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
千
住
仲
町
七
六
　
　
(
(

八
一
四
二
七
七

竹
の
塚
保
健
相
談
所
　
竹
の
塚
六
丁
目

一
八
-

匸
〒

一
〇
一
　
　
八
八
五

-
五
四
ニ

ー

東
和
保
健
相
談
所
　
東
和
四
丁
目
一
〇

し
二
　
　
六
〇
六
-
四
一
七
一

江
北
保
健
相
談
所
　
江
北
六
丁
目
一
六

上

〒

一
〇
一
　

　
八
九
六
―
四
〇

〇
四

あなたも忘れずに予防接種を

年末調整の説明会
区と足立・西新井の両税務署では、昭和50年分給与所得

の年末調整、住民税給与支払報告書等の提出について説
明会を行ないます。区内事業所、会社等の給与取扱関係
の方はぜひご出席ください。

( 時|I S)はいずれも午後1 時30分からj

国
民
年
金
未
加
入
の
方
へ

す
ぐ
に
加
入
の
手
続
き
を

自
分
で
事
業
を
し
て
い
る
か
、
あ
る

い
は
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
二
十
歳
以
上
の
万
(
強
制
加
入
対
象

者
)
は

、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん

。

国
民
年
金
は
、
年
齢
に
従
い
、
老
齢

年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
保
険
料

の
納
付
年
数
が
き
ま
っ
て
い
ま
す
。

六
十
歳
ま
で
に
、
最
低
干
「
五
年
間

で
す
が
、
明
治
四
亅
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
は
、
生
ま
れ
た
日
に
よ
り
最
低
十

年
か
ら
二
十
四
年
に
短
か
く
な
っ
て
い

ま
す
。

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
二
年
問
を

過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、
今
な
ら
特
別

措
置
に
よ
り
、
今
年
の
十
二
月
末
日
ま

で
に
限
り
、
時
効
で
消
滅
し
た
過
去
の

か
け
金
が
一
か
月
九
百
円
で
納
め
ら
れ

ま
す
。

従
っ
て

、
古
い
か
け
金
を
さ
か
の
ぼ

つ
て
納
め
な
け
れ
ば
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
方
(
強
制
加
入
対
象
者
で
、
年
齢

が
三
十
五
歳
以
上
の
方
)
は
、
今
年
が

加
入
の
最
後
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

区
で
は

、
六
月
か
ら
(
月
に
か
け
て

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
に
「
国
民

年
金
加
入
の
ご
案
内

」
を
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
ま
た
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

が
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
逃
す
と
、
将

来
年
金
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で

、
急
い
で
加
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
气

す
で
に
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方

、
過
去
に
加
入
し
た
こ
と
の

あ
る
方
な
ど
で

、
未
納
保
険
料
の
あ
る

方
も
こ
の
機
会
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

青
色
申
告
の

お
す
す
め

税
務
署
で
は
一
人
で
も
多
く
青
色
申

告
を
す
る
よ
う
連
動
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
「
青
色
申
告
承
釼

申
蘭
書

」
を
提
出
く
だ
さ
い
。
五
十
一

年
分
か
ら
青
色
申
告
が
で
き
ま
す
。
新

規
開
業
さ
れ
た
方
は

、
二
か
月
以
内
に

提
出
す
れ
ば
、
五
十
年
分
か
ら
青
色
由

告
が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
足
立
税

務
署

λ
(
(

上
(
二
四

二

西
新
井

税
務
署
(
(

四
〇
-
一
一

二
)

へ
。

たばこは区内で買いましょう

豊かな暮らしは
正しい消費者知識で
足立区消費者展を開催

区
で
は
、
足
立
区
消
費
者
友
の
会
(

飯
沼
文
子
会
長
)
と
共
催
で
恒
例

刀
足
立
区
消
賢
者
展
を
開
き
ま
す
。

会
場
で
は
消
費
者
友
の
会
の
日
頃

の
活
動
内
容
が
発
表
、
展
示
さ
れ
ま

す
。
ま
た
各
稲
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
合
理
的
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ

く
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
情
報
知
識

を
提
供
し
ま
す
の
で
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
1
十
一
月
二
十
(
日
(
金
)
午

前
十
時
?
午
時
四
時
・
二
十
九
日

(土
)
午
前
十
時
?
午
後
三
時

会
場
-
足
立
区
産
業
振
興
館
(
区
役

所
と
な
り・
)

各
コ
ー
ナ
ー
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー
(
食

生
活
コ
ー
ナ
ー
、
ア
イ
デ
ア
コ
ー

ナ
ー
な
ど
)
、
不
用
品
交
換
コ
ー

ナ
ー
(
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
日
用
生
活
品
を
販
売
)
、即
売

コ
ー
ナ
ー
(
婦
人
靴
な
ど
)

(入
場
無
料
)

く
わ
し
く
は
、区
涓
彌
者
セ
ン
タ

ー
　
(
七
〇
-
一
三
九
一
?
二
へ
。

(
写
真
は
、
昨
年
の
消
費
者
展
)

栄養食品を
支給します

区
内
に
お
住
み

で
、
所
得
の
少
な
い

家
庭
の
妊
産
婦
や
赤

ち
ゃ
ん
に
ミ
ル
ク
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

対
象
-
生
活
保
護
法

に
よ
る
被
保
護
世

帯
(
単
給
世
帯
を

ふ
く
む
)
ま
た
は

当
該
年
度
分
の
区

市
町
村
・民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
前

年
-
餅

褥
税
非
顋
税
世
帯
の
妊
産
一
'

お
よ
ぴ
乳
幼
児

申
齊
手
続
き
に
必
要
な
も
の
1

印
鑑
、

母
子
手
帳
と
次
の
も
の

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
・・・

生
活
保
護
法
の
被
保
護
者
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
居
住
地
の
福
祉

事
務
所
長
の
証
明
一

〇
区
民
税
非
翠
桷
の
方
は
I

当
該
年
度
特
別
区
民
税
年
税
額
の

わ
か
る
も
の
I
納
税
決
定
通
知
書

ま
た
は
課
税
証
明
書
(
区
役
所
課

税
課
で
発
行
)

○
所
得
税
非
課
税
の
方
は
・
:

前
年
分
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
I

お
勤
め
の
方
は
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
(

勤
務
先
で
発
行
)
、
影
業
少

し
て
い
る
方
は
所
得
税
額
用
納
税
証

明
書
《
そ
の

】
)
(税
務
署
で
発
見

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所

衛
生
部
保
健
係
へ
。

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請
を

濶
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
老
人
医
療

証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
一
日

も
早
く
医
療
証
の
交
付
申
蹟
を
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
次
に
該
当
す
る
方
は
医
療
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
生
活
保
誕
を
受
け
て
い
る
方

▽
社
会
保
険
の
被
保
険
貨

本
人
)
の
方

▽
所
得
制
限
額
以
上
の
収
入
の
あ
る
方

▽
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
　

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
医
療
係
へ
。

町
ぐ
る
み
で

ネ
ズ
ミ
退
治
を

ネ
ズ
ミ
は
食
物
を
食
い
荒
ら
し
た
り
、

病
原
菌
を
運
ん
で
く
る
な
ど
、
放
っ
て

お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

区
で
は
来
年
三
月
ま
で
を
ネ
ズ
ミ
駆

除
期
間
と
し
て
、
各
地
区
で
駆
除
の
実

技
指
導
亭
甜
習
会
を
M
く
ほ
か
、
衛
生

班
牙
編
成
し
ネ
ズ
ミ
撲
滅
作
戦
を
展
駟一

し
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
ネ
ズ
ミ
退
治
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ネ
ズ
ミ
の
退
治
法

○
ネ
ズ
ミ
の
生
態
や
習
性
を
よ
く
知
り

そ
の
裹
を
か
い
て
弱
点
を
つ
く

○
ネ
ズ
・ヽヽ
の
出
入
口
、
穴
を
ふ
さ
ぐ

○
エ
廿
に
な
る
も
の
は
し
っ
か
り
容
器

に
し
ま
っ
て
お
く

な
お
、
ネ
ズ
ミ
は
行
動
範
囲
が
広
い

た
め
町
ぐ
る
み
で
駆
除
を
行
な
う
こ
と

が
効
果
的
で
气

駆
除
方
法
・
講
習
会
に
つ
い
て
の
間

い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
衛
生
係
へ
。

掲
示
板

■
区
民
保
養
所
か
ら

の
お
知
ら
せ

一
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
　

い
る
讌
河
原
温
泉
の
区
民
保
養
所
　

「
あ
だ
ち
荘
」
は
、
年
末
・
年
始
　

(
十
二
月
二
十
八
日～
一
月
四
日
)

は
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
東
京
都
保
母
試
験

都
民
生
局
は
、
保
母
賢
格
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
・

願
書
受
付
期
間
-
十
一
月
二
十
五
日

(
火
)～
十
一
月
二
十
七
日
(
杏

受
付
場
所
1
民
生
局
児
童
部
保
育
課

賦
験
日
-
昭
和
五
十
一
年
一
月
八
日
?

一
月
九
日
、
二
月
二
十
六
日
?

二
月
二
十
(
日

問
い
合
わ
せ
先
1
都
民
生
局
児
童
鮖

保
育
課
　
二

匸
T

五
一
一
一

内
線
三
(
五
五
・
二
五
四
四

■
区
民
駅
伝
大
会

日
時
i
一
月
十
一
日
(
日
)
午
前
九

時
堪
所
i
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新
井

橋
か
ら
江
北
橋
閧
)

チ
ー
ム
編
成
上

般
の
部
(
動
労
社

会
人
・
大
学
生
y
高
校
の
鮖
(
定

時
制
を
含
む
)
―
監
督
一
名
・
選

手
五
名
・
納
欠
二
名
(
一
人
五
・
一
(

キ
ロ
)

、
中
学
の
部
(

一
校
ニ
チ

ー
ム
ま
で
)

―
監
督
一
名

。選
手

十
名
・
補
欠
二
名
(
一
人
二
・
(

キ
ロ
)

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
一
十
二
月

一
T

四
日
(
水
)
ま
で
に
教
育
委

員
会
体
育
課
へ

。

■
区
民
ス
ケ
ー
ト

ス
ク
ー
ル

日
時
-

一
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後

七
時
区

役
所
前
出
発

二
十
五
日
(

日
)
午
後
六
時
帰
着

堤
所
-

富
士
急
岡
本
ラ
ン
ド

参
加
費
1
1四

、
〇
〇
〇
円
(
小
学
生

以
下
三
、
七
〇
〇
円
)

定
員
一
一
〇
〇
名

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
先
-
教
育
委

貝
会
体
育
課
、
ま
た
は
ス
ヶ
I
ト

連
盟
　
(
(

一
-
九
〇
六
五

■
栄
養
指
導
講
習
会

内
容
-
十
二
月
(

日
(
月
)
=
・
貧
血

予
防
の
食
生
活

十
二
月
十
五
日
(

月
)
…
幼
児
期
の
食
生
活

爵
間―
午
後
一
時
三
十
分
?
四
時

費
用
-
無
料

蝸
所
I
東
和
保
健
相
談
所

申
込
み
と
間
い
合
わ
せ
先
-
東
和
保

健
相
談
所
　
六
〇
六
-
四
一
七
一

へ
。

■
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

日
時一
十
一
月
二
十
七
日
・
十
二
月

四
日
(
木
)
午
後
六
時
三
十
分

鳩
所
-
千
寿
第
三
か
学
校
体
育
館

対
象
-
十
六
歳
以
上
の
区
民
の
方

連
絡
先
I
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟

営
(
(

一
!
九
〇
六
五

宍
'一受
講
料
は
無
料

。
申
込
み
は
、
当

日
会
場
で
受
付
け
ま
す
。

豚
肉
・
鮮
魚
の

安
売
り
デ
ー

魚
一
十
一
月
二
十
一
日
(
金
)

※
胥
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
へ

豚
肉
-
十
一
月
二
十
二
B
(

土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
お
店
へ

■
区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
走
路
変
更

十
一
月
五
日
兮
の
区
の
お
知
ら
せ

に
掲
載
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
お

知
ら
せ
中
場
所
櫚
を
西
新
井
橋
・
江

北
橋
間
に
改
め
ま
す
。(
前
年
度
と

同
じ
コ
ー
ス
)

■

お
す
み
で

す
か

特
別
区
民
税
(
第
三
期
分
)

納
期
限
(
十
月
三
十
一
日
)
は
す

き
ま
し
た
が
、
十
一
月
中
は
ま
だ
郵

便
局
か
除
く
銀
行
、
偬
用
金
庫
、
信

用
組
合
、
農
業
協
同
組
合
で
も
納
め

ら
れ
ま
す
。(
納
税
通
知
書
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
)

▽
納
税
相
談
は
納
税
課
へ
ど
う
ぞ
△

■
1
6
ミ
リ
映
写
機

講
習
会

幼

日
一

十
一
月
二
十
一
(
日
(
水
)
二

十
七
日
(
木
)
二
十
八
日
(
金
)

十
二
月
二
日
(
火
)
三
日
(
水
)

四
日
(
木
)

受
講
時
関
-
午
後
六
時
～
八
時
(
二

時
間
)

対
象
-
区
内
在
住
、
在
動
の
方
で
全

日
程
出
席
可
能
な
方

墳
所
-
区
役
所
七
階
大
会
議
室

申
込
方
法
-
十
一
月
二
十
一
日
(
金
)

午
前
(
時
三
十
分
か
ら
受
付
け
を

開
始
。
申
込
み
は
教
育
委
員
会
文

化
係
へ
直
接
、
窓
口
か
ま
た
は
電

話
で

※
定
員
は
先
着
四
十
名
で
締
切
り
ま

す
。

■
献
血
に
ご
協
力
を

<
十
一
月
中
の
献
血
日
程
>

二
十
日
(
木
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
六
日
(
水
)
五
反
野
小

二
十
七
日
(
木
)
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

ニ
十
九
日
(
土
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
(
昼
食
休
憩
時
間
・
:午
前
十

一
時
三
十
分
～
午
後
○
時
三
十
分
)

■
保
留
地
を

処
分
し
ま
す

▽
柬
栗
原
土
地
区
画
塵
理
組
合

入
札
日
-
十
一
月
二
十
(
日
(
金
)

区
画
面
積
一
(
九
袤
二
○
二
平
方
メ
ー
ト
ル

問
い
合
わ
せ
先
―
東
栗
原
土
地
区
画

整
理
組
合
　
(
(
四
-
四
四
四
三

▽
西
新
井
土
地
区
画
整
理
組
合

入
札
日
一
十
一
月
二
十
七
日
(
木
)

区
圃
面
積
-
八
二
・
六
圭
二
五
七
・

二
平
方
メ
ー
ト
ル

問
い
合
わ
せ
先
I
酉
新
井
土
地
区
画

整
理
組
合
　
(
九
〇一
二
五
二
二

■
パ
ー
ト
募
集

内
容
-
簡
単
な
外
来
診
療
禰
助
業
務

勤
務
時
間
・
賃
金
-
面
談
の
う
え
で

決
定
し
ま
す
。

資
格
一
五
十
歳
位
ま
で
の
助
産
婦
、

看
護
婦
、
準
肴
證
婦
の
賢
格
の
あ

る
方

問
い
合
わ
せ
先
1
都
立
荒
川
産
院
亊

務
室
　
(
九
二
-
六
二
(
二

■
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
方
法

が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

十
月
二
十
七
日
か
ら
、
粗
大
ゴ
ミ

の
う
ち
テ
レ
ビ
、
ル
ー
ム
ク

ー
ラ

ー
、s
子
レ
ン
ジ
の
収
集
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、次
の
清
掃
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
足
立
東
・営
(
八
九
―
○
七
匸

○
足
立
西

　
(
五
三
-
ニ
ー
四
一

■
ご
注
意
を

最
近
区
役
所
の
職
員
と
い
つ
わ
り

消
火
器
の
販
売
や
、
教
育
、委
員
会
か

ら
の
す
す
め
と
称
し
、
来
年
入
学
す

る
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
中
心
に
教

育
関
係
図
書
類
の
押
し
売
り
事
件
が

起
き
て
い
ま
す
が
、
区
役
所
、
教
育

委
員
会
と
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一

切
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■ 自 転 車 の 迷 惑 駐 車 は や め ま し ょ う 。 ■ 秋の火災予防運動( 11月26日～12月2日) T・K　215, 000


